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第２回 

中播磨(市川流域圏)地域総合治水推進協議会 

下流域ワーキング 

議 事 要 旨 
 

事項 第２回 中播磨(市川流域圏)地域総合

治水推進協議会 下流域ワーキング 
出席者 １７名 

（事務局除く） 

日時 平成 25年 11 月 27 日 10：00～11：30 場所 兵庫県 姫路総合庁舎 

福利センター3F 会議室 A,B 

内容 １．開会 

（１）開会あいさつ 

（２）構成員紹介 

３．議事 

（１）第１回協議会での主な意見等 

（２）推進計画（原案）について 

４．その他（連絡事項） 

５．閉会 

資料 資料１ 第１回中播磨(市川流域圏)地域総合治水推進協議会 議事概要 

資料２ 第１回中播磨(市川流域圏)地域総合治水推進協議会 における主な意見等 

資料３ 中播磨(市川流域圏)地域総合治水推進計画(原案) 

 

１ 開会 

あいさつ（姫路土木事務所長）。 

構成員の紹介（事務局） 

 

２ 議事 

２.１ 第１回協議会での主な意見等 

資料２「第１回中播磨(市川流域圏)地域総合治水推進協議会 における主な意見等」につ

いて説明（事務局） 

 

２.２ 中播磨(市川流域圏)地域総合治水推進計画(原案)について 

（１） 修正点について 

資料３「中播磨(市川流域圏)地域総合治水推進計画(原案)」について、主な修正点につ

いて説明（事務局） 

 

（２） 河川対策について 

夢前川水系河川整備計画の策定に向けた取り組み状況について説明（事務局） 
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（３） 住宅、店舗その他の小規模な建物または工作物について 

  市の取り組みとして、雨水貯留タンクを公共施設に設置しており、各戸貯留の補助に

ついても検討していく。（市町 構成員） 

  花木を植えたが、水やりに困っているため、雨水貯留タンクとつながっていけばよい。

（県民 構成員） 
 

（４） 施策一覧について 

意見なし 

 

（５） モデル地区について 

主な意見は、下記の通り。 

  対象地区内の自治会等においては水害に対する意見交換等を行っており、取り組みを

進めるための下地はできていると考えられる。（県民 構成員） 
 

  モデル地区に優先的に財源はつくのか。また、補助される場合、他の地区に説明がつ

くのか。（市町 構成員） 

→他地域に発信していくために、これまでの取り組みが多い地区をモデル地区として考

えており、取り組みについては、今後、姫路市と協議の上、調整したい。（座長） 
 

  示された計画書は理念だけで具体性に欠けることから、モデル地区での具体的取り組

みを示すことにしていると思うが、点線で示された図では不足しているのではないか。

12月の協議会が最終なのか。（県 構成員） 

→協議会までには、この地区内での取り組について検討したいと考えている。（座長） 

・再度、ワーキングは開かれるのか。協議会までに今日のメンバーにモデル地区での取

り組みを諮るべきではないか（県 構成員） 

→ワーキングの開催は予定していないが、市と協議を行い、構成員の方に情報発信した

いと考えている。（座長） 
 

・モデル地区は、これまでに被害を受けており、姫路競馬場での調節池も進んでいるた

め、住民も関心を持っており、地元としても受け入れやすいと考えられる。（県民 構

成員） 

・P126の(3)選定理由に先導的事例を発信とあるが、現時点及びこれから、どのような内

容を発信していくのか考えておく必要があるのではないか。（県 構成員） 

→市と協議を行いながら、調整を進めたいと考えている。まずは、総合治水を推進する

ために一歩踏み出し、毎年フォローアップを行っていく。（座長） 

 

３ その他 

事務局より、今後の予定について、説明があった。 

  議事録については、各構成員に確認いただき、座長及び議事録署名人の森口構成員の

署名により、確定する。 

  12月20日13:00より、第２回協議会を開催する。 

 

４ 閉会 




